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3 方法  
3.1. 調査対象  
 本調査では学術情報データベースのアクセスログの例として、CiNii Articlesの 1年分






探索行動の軌跡を追究しやすいと推測される CiNii Articlesに限定した。CiNii Articles
で検索できる論文数は、引用情報を除き、約 1,800万件である。（2014年 9月現在） 
 調査対象期間のデータの状況は次の表 1のとおりである。 










 ログ解析には主に Google Analyticsを使用し、補助ツールとして Google Analytics Query 
Explorer、データの抽出・集計ツールとして、Microsoft Excel、Microsoft Access、Ruby2.1
を使用した。 
















4 検索回数による二分化基準（第一基準）   
4.1. 方法  
(1) 調査内容 
 この基準では「求める文献を的確に発見できないユーザー」を「CiNii Articlesを 1回
検索し、検索結果一覧を眺めて終了するユーザー」と「CiNii Articlesを 1 回検索し、1
回論文詳細画面を見て終了するユーザー」の 2種類のユーザーを合わせたものとした（1-A）。















表 2 第一基準及び全体の件数 























 各比較視点でのデータの抽出方法については別紙の【付録 3】を参照いただきたい。 












表 3 検索語の単語数と単語の長さの平均値 
 1-A 1-B 
簡易検索 単語数 1.51 1.65 
単語の長さ（全体） 8.59 7.13 
単語の長さ（単語） 5.71 4.33 
全文検索 単語数 1.43 1.87 
単語の長さ（全体） 7.25 8.37 









図 1 簡易検索 単語数別ページビュー割合比較 
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1-Aでは 1単語による検索の割合が 7割程度であるのに対し、1-Bでは 2単語以上の検索
が約半数となっている。 
 
図 2は図 1の円グラフの 1-Aについて、検索語の単語数別の割合を出し、その比率を 1-B
と比較したものである。 
 
図 2 簡易検索 単語数別ページビュー割合 
この結果から、1-Bに 2～4単語で検索を行うことが多いという特徴が出ていることがわ
かる。 
(1)-3 調査 3 
 1-Bの検索語設定の傾向を知るために、簡易検索を対象にページビュー数の多い検索語 5
語「アレロパシー」、「サッカー」、「バレーボール」、「児童虐待」、「認知症」について、1回
目の検索と 2回目の検索の単語数や使用語の違いを比較した。表 4は 1回目と 2回目の検
索語の単語数を比較している。 














表 4 1-Bの 1回目・2回目単語数比較 































表 5 1-B 1回目と 2回目の検索語比較 













図 3 端末の割合 
Desktopはパソコン(PC)、Mobileはスマートフォン、フューチャーフォン、Tabletはタ
ブレット端末を指している。 
 パソコンからのアクセスは、1-Aが 88.03%であるのに比べ、1-Bの方は 92.03%と 1-Aよ
り割合が高くなっている。全体的にパソコンの占有率が圧倒的に高いと言える。 
 反対に、スマートフォンやフューチャーフォンからのアクセスは 1-Bが 6.76%であるのに





を知るために、ユーザーが CiNii Articlesで検索に使用した時間の平均値を求めた。表 6
がその結果である。 
表 6 平均セッション時間 
 
1-A 1-B 全体 


















図 4 所属機関の割合 
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 学術機関の割合が、1-Aが 33.96%であるのに比べ、1-Bは 36.92%と割合が高いが、わず
かな差である。 









 なお、今回は CiNii Articlesのヘルプに記載のある演算子を調査対象とした。 
 




表 7は、図 5の「演算子を使用」の内訳を示したものである。 
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表 7 使用演算子内訳 
 1-A 1-B 
件数 ページビュー数 ％ 件数 ページビュー数 ％ 
完全一致検索 0 0 0.000% 22 4,147 0.011% 
フレーズ検索 6 996 0.111% 84 18,406 0.050% 
丸かっこ検索 2 332 0.037% 228 71,246 0.192% 
前方一致検索 0 0 0.000% 66 19,390 0.052% 
NOT検索 4 664 0.074% 120 31,658 0.085% 
OR検索 2 332 0.037% 313 92,129 0.248% 
AND検索 1,663 277,213 30.856% 71,331 18,962,585 51.034% 









図 6 1-Bのフレーズ・前方一致検索の誤用の割合 





















図 8 参照元の割合 
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Organic Searchは検索エンジンからの流入、Referralは Webサイトやメルマガの URLリ
ンクからの流入、Directはブラウザのブックマークや URLの直打ちでの流入、Socialは SNS
からの流入、(Other)はその他、不明などをそれぞれ示している。 
 1-Bが 10.97%であるのに比べ、1-Aは 13%とブラウザのブックマークや URL の直打ちでの
流入（Direct）の割合が高いことがわかる。 
 また、全体の 8割近くの訪問が検索エンジン（Organic Search）を経由して来ているこ
とが明らかである。 






















































5 演算子使用による二分化基準（第二基準）  


















表 8 第二基準及び全体の件数 


























5.2. 結果  
(1) 「端末」 
 図 9はユーザーが CiNii Articlesへアクセスする際にどのような端末を使用してアクセ
スしているかを集計したものである。 
 
図 9 端末の割合 
 パソコン（desktop）からのアクセスが、2-Aは 86.53%であるのに比べ、2-Bは 96.97%と
2-Aより割合が大きくなっている。 
(2) 「滞在時間」 
 表 9はユーザーが CiNii Articlesで行った検索に使用した時間の平均値を求めたもので
ある。 
表 9 平均セッション時間 
 
2-A 2-B 全体 
平均セッション時間 9分 3秒 18分 23秒 3分 46秒 
 

















 図 11はユーザーがどのような経路で CiNii Articlesにアクセスしたかを示したもので
ある。 
 







図 12 2-B Referral内訳 
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